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1. 背景と目的 

近年開通した高速道路では休憩施設の設置間隔が長

く、一つの休憩施設に利用客が集中する結果、駐車マス

不足および駐車待ち行列の発生が問題となっている。

これを解消すべく、高速道路会社は利用台数が比較的

多い休憩施設にて可変表示板（VMS: Variable Message 

Signs）の設置を進めてきた。しかしながら、ドライバー

が進入レーン選択時のわずかな時間で確認することが

できる、VMS 上のブロック別混雑情報のみでは各駐車

マスへの均等な誘導までは実現できていないことが運

用状況評価により確認された。そこで、混雑する PA に

おいて、さらなる駐車待ち行列を解消するための施策

として、VMS とともに新たな案内誘導設備「お招き灯」

が導入された。しかし、両者が設置された PA 駐車場に

おける効果は実証されておらず、また、VMS の表示内

容については設備の仕様によっても異なることから、

必ずしも明確にはなっておらず、表示パターンには検

討の余地があると考えられる。 

以上の背景より、海老名 SA 下り線駐車場にて行われ

た既往研究 1）の調査手法を用いることで、PA 駐車場に

おける VMS、お招き灯、そして VMS の表示パターン

の違いによる流動性改善効果を明らかにすることを本

研究の目的とした。 

 

2. 評価対象とする 2種類の案内誘導設備 

VMS は、休憩施設駐車場においては主に流入口付近

や駐車レーン分岐点に設置されている。定点カメラや

磁気センサによって得られた駐車マスの混雑状況を文

字や色、ピクトグラム等でドライバー向けに表示する。

その表示例を図 1 の中に示した。 

お招き灯は駐車レーンに沿って路面に 1 機ずつ埋設

され、駐車マス毎の在車・空車の状態情報を赤（在車）・

青（空車）の灯火で表す誘導システムである。これによ

り、ドライバーが駐車レーン上で空車マスを探す際に、

複数の駐車マスの状態を一目で把握することができる。 

 

3. 調査概要と比較手法 

 対象地として VMS およびお招き灯が稼働している圏

央道の厚木 PA 内回り施設を選定した。図 1 に場内図を

示す。一回目の観測では各誘導設備において点灯・消灯

時間帯を設け、二回目の観測では VMS において 2 種類

の表示パターンを順次切り替えた。観測後、駐車場撮影

動画から駐車挙動を追うことができる小型車に絞り、

各車両の走行時間、進入レーンおよび駐車マスの位置

を目視により記録した。 

集計データを基に、必要に応じて、集計 QK 関係（単

位時間・延長当り総走行台キロ – 単位時間・延長当り

総走行台時）、進入レーン、駐車ブロック、そして駐車

所要時間といった多面的な観点から比較を行った。な

お、各誘導設備がドライバーに情報を提供できる区間

を考慮し、VMS については流入口から「レーン分岐点」

まで、お招き灯については「レーン分岐点」から駐車マ

ス前までに対象区間を分割して集計した。 

図 1 厚木 PA 内回り駐車場場内図と誘導設備稼働時の様子 
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4. 分析結果 

分析の結果、VMS については、進入レーン選択前

（VMS 上流）における平均旅行速度が、稼働時（4.879 

[m/s]）よりも休止時（5.648 [m/s]）の方が大きかったも

のの、表 1 で示すように、その表示内容によっては各駐

車マスへの均等な誘導が実現できていることが確認で

きた。また、進入レーン選択後（VMS 下流）において

も、VMS による平均走行速度の増大効果が最大の差分

で 1.066 [m/s]あることを確認した。 

なお赤川ら 1）および汪ら 2）が海老名 SA 下り線施設

にて行った既往研究では、可変表示板の運用による正

規化最大集計交通流率 Q’max の増加が確認されている。 

表 1 可変表示板表示パターン別小型車利用状況 

 パターン 1 パターン 2 

表示板②

の混雑情

報表示 

大型車マス 混雑時のみ表示 常時非表示 

第二駐車場 常時非表示 常時表示 

大型車マス駐車割合 9.7 [%] 6.0 [%] 

第二駐車場平均利用台数 0.73 [台/15min] 2.45 [台/15min] 

お招き灯については、図 2 の結果からもわかるよう

に、進入レーン上の流動性向上および空車マスの視認

性向上に寄与していることを確認した。 

図 2 ブロック毎の平均駐車所要時間変化 

また、既往研究 1）2）における海老名 SA 下り線施設の

正規化集計 QK データを用いて、本研究にて集計を行

った厚木 PA 内回り第一駐車場との流動性を比較した。

図 3 に示した結果の通り、厚木 PA の Q’max はすべて海

老名 SA の値よりも小さく、調査時点においては流動性

が小さいことが確認された。このような流動性の差異

が生じた要因として、両駐車場における駐車レーン数

および配置が異なること、また、厚木 PA における VMS

運用の最適化ができていない可能性が考えられる。特

に厚木 PA 内回り第一駐車場は集計対象レーン数が 2 本

と少ないため、交通流率が低下しやすいと考えられる。 

しかしながら、2019 年 9 月の調査にて厚木 PA の Q’max

を記録した集計時間帯は、比較調査のためにお招き灯

を休止させていた。したがって、両設備通常運用時の流

動性を担保できず、Q’max が小さくなってしまった可能

性が大きい。また、混雑時における第二駐車場への誘導

強化など、今後 VMS の表示内容を見直すことにより、

Q’max のさらなる増加が期待できる。 

図 3 2 施設駐車場の集計 QK 図 

 

5. 結論 

 本研究では、既往研究にて海老名 SA で利用されてき

た評価手法が他の PA においても適用可能であること

を確認した。各誘導設備について、VMS は駐車場の環

境特性に応じた表示内容とすることで、駐車エリアへ

の案内誘導効果が向上することを明らかにした。また、

お招き灯は進入レーン上における流動性向上に寄与し、

駐車所要時間短縮につながることを明らかにした。 

今後の課題として、客観的な流動性という指標だけ

でなく、アンケートなどによるドライバーの主観的デ

ータによる比較も行うことが挙げられる。 
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